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議
会
運
営
委
員
会

監
査
委
員

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
昨
年
11
月
臨

時
会
に
て
議
長
並
び
に
副

議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

改
め
て
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　
昨
年
は
、地
震
災
害
や
地

球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ

れ
る
大
雨
や
猛
暑
な
ど
、

全
国
各
地
で
大
き
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
で

は
、
松
山
城
の
土
砂
災
害

な
ど
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
リ
五
輪
で
は
柔

道
や
体
操
な
ど
日
本
人
選

手
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸

き
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は

大
谷
翔
平
選
手
の
記
録

ラ
ッ
シ
ュ
に
心
躍
っ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
方
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化

を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

ガ
ザ
の
中
東
紛
争
な
ど
非

人
道
的
な
争
い
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
国
政
で
は
、
昨
年
10
月
の

衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て

自
公
連
立
与
党
が
過
半
数

を
下
回
り
、
野
党
と
の
合

意
形
成
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
難
し
い
政
権
運

営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
温
市
議
会
で
は
、
昨
年

の
選
挙
で
７
人
（
定
数
15

人
）
の
新
人
議
員
が
誕
生

し
、
大
き
く
若
返
り
ま
し

た
。
新
し
い
考
え
が
反
映
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
声

が
届
く
こ
と
で
、
議
会
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
東
温
市
は
、
今
年
度
が

市
政
誕
生
20
周
年
の
節
目

の
年
に
当
た
り
ま
す
。
東
温

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
供
用
が

開
始
し
、
工
業
団
地
の
整

備
と
企
業
誘
致
、
大
型
商

業
施
設
の
誘
致
も
進
め
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
人
口

減
少
対
策
や
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
支
援
、
農
業

に
お
け
る
担
い
手
不
足
の

解
消
、
中
小
零
細
企
業
支

援
、
障
が
い
者
支
援
な
ど

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
代
弁
者
と
し

て
、
二
元
代
表
制
の
下
で
、

執
行
者
と
も
し
っ
か
り
と

対
峙
し
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
機
能
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議

会
と
委
員
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
議

会
報
告
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
各
委
員
会
に
お

い
て
は
、
課
題
を
踏
ま
え

て
研
修
を
進
め
る
と
と

も
に
、
市
民
と
の
意
見
交

換
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
の
声
を
把
握

し
、
議
会
活
動
や
政
策
に

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
健
や
か
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

議会の人事決まる
　
議
会
の
運
営
、
議
会
会
議
規
則
、
委

員
会
条
例
等
及
び
議
長
の
諮
問
に
関
す

る
事
項
を
担
当

高
須
賀　
広
一

小
島　
建
三

細
川　
秀
明

◎
安
井　
浩
二

〇
相
原　
真
知
子

大
西　
正
之

永
井　
大
介

副議長　丹
に ゅ う の や

生谷　美
は る お

雄 議長　亀
か め だ

田　尚
なお

之
ゆき

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
委
員
会

文
教
市
民
福
祉

　
　
　
　
委
員
会

議
会
だ
よ
り

　
　
編
集
委
員
会

　
総
務
部
、
産
業
建
設
部
等
の
所
管
に

関
す
る
事
項
、
ま
た
、
他
の
委
員
会
に

属
さ
な
い
事
項
を
担
当

　
市
民
福
祉
部
、
福
祉
事
務
所
及
び
教

育
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
を
担

当

　
議
会
だ
よ
り
の
作
成
を
担
当

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、

相
原
真
知
子
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

亀
田　
尚
之

亀
田　
尚
之

安
井　
浩
二

小
島　
建
三

安
井　
浩
二

森
田　
和
幸

渡
部　
一
恵

相
原　
真
知
子

渡
部　
一
恵

◎
細
川　
秀
明

◎
大
西　
正
之

◎
渡
部　
勇
次

〇
高
須
賀　
広
一

〇
渡
部　
勇
次

〇
丹
生
谷　
美
雄

大
西　
良
也

浜
田　
瑠
華

浜
田　
瑠
華

永
井　
大
介

丹
生
谷　
美
雄

高
須
賀　
啓
治

森
田　
和
幸

高
須
賀　
啓
治

大
西　
良
也

相原　真知子

◎委員長　〇副委員長

水天宮（巳年の巨大絵馬）/ 東温高校美術部制作
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－選挙公報より－

私の目指す

　　　　まちづくり

私の目指す

　　　　まちづくり

若い力を東温市政に！
アラサーママの挑戦

❶障がいのある人と健常者の差
を埋め戻す市政を !!

❷経済的な心配をしなくていい
安心できるくらし !!

❸高齢者世帯の安心を見守れる
地域社会を実現 !!

命
を守

る

暮
ら
し
を

守
る

ふるさとの明日を応援します

健康と笑顔の町づくりを推進します

安心で安全な生活を守ります

次世代を担う子供たちが、安心して育つ環境づくりに努めます。
行政や地域と学校が、子供たちをサポートする「コミュニティ・スクール」
を応援します。また働きながら育児のできる仕組みづくりに取り組みます。

スポーツ環境の整備は、健康で活気ある町づくりにつながります。
病気に負けない体力づくりの施設整備に取り組み、だれもが気軽に集い、笑
顔の生まれる場所を増やしたいと思っています。

豪雨など自然災害の脅威が高まり、危機管理体制の充実が求められています。
皆様の安心安全な暮らしを守るため、消防の職務経験を活かして災害防止、
迅速な対応など、防災体制の整備に努めます。

❶結婚・出産・子育て支援の充実
❷文化・スポーツ施策等を通じた東温市の活性化・個性
を伸ばす教育

❸災害対策・環境保全施策の推進
❹高齢者・障がい者が安心・安全に暮らせる東温市に
❺暮らしたい・戻りたいと思える街づくり

「市民の代弁者たれ」を
モットーに市政の
正常化に務めます

も
っ
と

暮
ら
し
を豊か

に
！
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第
６
回
東
温
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月

６
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補
正
予

算
等
20
議
案
（
補
正
予
算
８
件
、
条
例
改
正
等

６
件
、
契
約
等
４
件
、
そ
の
他
議
案
２
件
）
及

び
請
願
３
件
の
合
計
23
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
減

額
を
求
め
る
修
正
案
の
提
出
が
あ
り
、
採
決
の
結
果

可
決
し
ま
し
た
。（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

12 月

定例会

学校給食センター管理運営費
（燃料費）

川内体育センター条例
一部改正

水道事業会計
アセットマネジメント事業

こども家庭センター
整備事業

燃料費の増加に対応するための経費

川内庭球場条例を廃止し、隣接する川内体育
センターの一部として運用

アセットマネジメント事業（配水管耐震化工事）
国庫補助金の減額に伴う企業債への財源変更

こども家庭センター設置に伴う工事等に要する
経費

問 BDF（バイオディーゼル燃料）の使用用途、使
用総量、単価の変動は。
答 資源循環を目指し、回収した食用油を精製
したBDFを、調理用ボイラーの燃料として使用
している。
　BDFの使用量は、今年度、約15万5000リット
ルを見込んでいる。当初は１リットル126．5円
と想定していたが、製造コスト等の上昇のた
め143．0円になった。

問 多目的広場の使用料を設定しているが、ど
のような利用を想定しているのか。
答 使用料は 1 時間当たり200円としている。
グラウンドゴルフやゲートボールなどの練習
や試合などで、団体が利用する場合を想定し
ている。また、川内体育センターでの大会開
催時や、さくらの湯や観光物産センターでの
イベント開催時の臨時駐車場としての利用も
考えている。

問 財源の「田尾基金」とは。
答 当時、重信町に住んでいた田尾氏から、町の
社会福祉に役立ててほしいとの思いで、平成12、
13年に合計約5008万円をご寄附いただいた。この
寄附金は、「田尾基金」として社会福祉協議会で
管理していた。それを市に返還するものである。
　この「田尾基金」の有効な活用方法については、
これまでも検討してきた。今回の南吉井小学校隣
接地の土地を購入し児童公園を整備することは、
児童の健康増進や情緒を豊かにするなど児童福祉
の向上を図ることを目的としており、田尾氏の遺
志に沿うものであると考えている。
問 田尾氏の遺志とは。
答 旧重信町の福祉のために使っていただきたい
ということであったが、その遺志の詳細がどうい
うものなのかは、今となっては分からない。

問 児童公園の必要性は。
答 いわがらこども館、さくらこども館は野外広
場があり外遊びできるスペースがあるが、よしい
のこども館は、一部放課後児童クラブを増築した
関係もあり、外遊びできるスペースが極端に少な
いことから必要性が高いと考える。
問 児童館の在り方は。
答 室内で安全に過ごす場所である。
問 市民からの要望があったのか。
答 児童館の来館者からの声があった。
問 現在の駐車場を児童公園にし、購入用地を駐
車場としてはどうか。
答 整備に関して、費用がかなり高額となるため、
今回の事業規模では難しいと思われる。
問 周辺住民や南吉井地区への聞き取りは必要で
はないか。
答 公園の施設などの内容が見えてきた段階で、
住民への説明は実施したいと考えている。

問 国庫補助金の内示額が減少した経緯は。
答 愛媛県が各市町の要望額をとりまとめ、国に
対して要望しているが、本市の内示額が減少した。

問 センター整備の効果は。
答 保育幼稚園課（子育て相談等）と健康推進
課（妊婦支援等）の両部門の連携・協働を深め、
組織を一本化することで、切れ目のない家庭
支援を継続することができる。

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

5008万円減額

一般会計補正予算

３億2574万円
（累計207億743万円　前年度同期比12.6％増）

一般会計補正予算 減額
〜児童公園整備事業を削除〜

よしいのこども館の外遊びができる広場

耐震化のための配水管接続工事

BDFを使用するボイラー

多目的広場（旧庭球場）

こども家庭センターが開設される
東温市総合保健福祉センター

経　過

　12月24日の予算審査委員会において、当該事業の実施は認めがたいとして、当該事業費分を減額
した補正予算の修正案が提出されました。
　「児童公園整備事業の必要性や当該公園整備に当たり、市社会福祉協議会預り金返還金（いわゆ
る『田尾基金』）を充当することの妥当性等について、本会議及び委員会において質疑を行いました。
しかしながら、十分に納得できる説明・内容ではなく、様々な疑義が生じていました。」と提案理
由の説明がありました。
　同委員会において、修正案について審査し、採決の結果、修正案は可決されました。さらに、修
正部分を除く補正予算案についても可決されました。
　この結果を受け、12月25日の本会議において、予算審査委員長より、これまでの経過を報告した
上で、同様の流れで採決を行った結果、最終的に補正予算案を減額修正されることが可決されました。

431万円

297万円
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市内小中学校改修工事変更請負契約の締結

南吉井小学校屋内運動場長寿命化改修建築主体工事

拝志小学校屋内運動場長寿命化改修建築主体工事

川内中学校特別教室棟大規模改修建築主体工事

問 変更内容の内訳は。
答 外壁補修費は、改修工事において、足場を
組んで打診検査等をしたことにより、ひび割れ、
タイル・モルタルの浮き、欠損、爆裂、塗膜劣
化など新たな補修箇所が発見されたため、当初
設計額から変更があり増額した。

保育所改修事業 文化財保護事業
南吉井第二保育所２階ベランダ改修工事の追
加施工等に要する経費

歴史民俗資料館第２展示室の空調機改修に要
する経費

問 増額となった経緯は。
答 実施設計を行ったところ、雨を防ぐための
庇
ひさし

が長くなったことや、庇を支えるための支
柱も必要となったことによる。
　また、庇等を増築する場合、「隣接する幅員
４ｍ以上の道路に２ｍ以上接しなければなら
ない」という建築基準法の規定から敷地の後
退が必要となったため。

問 工事費が高額となった理由は。
答 部屋の広さは11ｍ×11ｍの121㎡、高さが
４ｍある。文化財保護の観点から、温度と湿
度を年中一定に調整する必要があるため。

879万円

89万円増額

104万円増額

455万円増額

歴史民族資料館第２展示室

317万円

文
教
市
民
福
祉
委
員
会

　

12
月
17
日
、令
和
６
年
度
12
月

定
例
会
に
お
け
る
一
般
会
計
補
正

予
算
等
に
係
る
事
業
内
容
の
確
認

の
た
め
、６
か
所
の
現
地
視
察
を

行
っ
た
。

〇　

児
童
公
園
整
備
事
業

　
　

南
吉
井
小
学
校
隣
接
地

〇　

保
育
所
改
修
工
事

　
　

南
吉
井
第
二
保
育
所
２
階

　

ベ
ラ
ン
ダ
改
修
工
事

〇　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
整
備

　

事
業

　
　

東
温
市
総
合
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
３
階

〇　

南
吉
井
小
学
校
屋
内
運
動
場

　

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事

〇　

拝
志
小
学
校
屋
内
運
動
場

　

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事

〇　

川
内
中
学
校
特
別
教
室
棟

　

大
規
模
改
修
建
築
主
体
工
事

　

児
童
公
園
整
備
事
業
に
お
い
て

は
、南
吉
井
小
学
校
に
隣
接
し
て
い

る
予
定
地
を
確
認
し
た
。

　

南
吉
井
第
二
保
育
所
に
お
い
て
、

２
階
ベ
ラ
ン
ダ
部
分
に
設
置
す
る

庇
（
左
の
写
真
の
赤
枠
部
分
）
を

予
定
よ
り
伸
ば
す
等
の
説
明
を
受

け
た
。

　

学
校
施
設
の
改
修
工
事
の
過
程

で
発
覚
し
た
外
壁
部
分
の
欠
損
・
修

繕
箇
所
に
つ
い
て
、工
事
関
係
者

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

委
員
長　

大
西　

正
之

文教市民福祉委員会の視察

南吉井第二保育所改修予定の２階ベランダ部分

学校給食の無償化を求める請願

住民の「生命、自由及び幸福追求」の権利が侵害
されないよう、知事に伊方原発稼働同意の撤回を
求める決議に関する請願

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求
める請願

賛成  小島　建三

　学校給食の無償化は国会でも活発に議論さ
れ、「無償化法案」が衆院に提出されている。
保護者の経済的負担の軽減、子どもの教育権の
保護、食育の観点からも無償化すべきだ。

賛成  小島　建三

　原発稼働や安全性に国民の過半数が否定的。
CO₂の排出を抑え、破局的気候危機回避のため
にも再エネにこそ注力すべきだ。そのために知
事は伊方原発稼働同意を撤回すべきだ。

賛成  渡部　勇次

　選択議定書には、個人通報制度が規定されて
おり、人権侵害に対して適時・的確に救済する
ためには、その批准は欠かせない。それにより、
女性差別撤廃条約の実効性が高まる。

反対  高須賀　啓治

　児童生徒間での公平性、あるいは国と地方の
役割分担、政策効果などといった観点や法制面
から課題を整理することが重要であることか
ら、賛同することは適切でないと考える。

反対  大西　良也

　県では、国の基準を上回る独自の安全政策を
図り、万一の災害に備え地元との連携による避
難訓練にも万全を期している。伊方町も稼働を
容認し、即刻停止は現実的ではない。

反対  高須賀　広一

　国において関係省庁間で連携しながら、他の
勧告項目も含めて法改正や実施体制等の検討を
進めている状況の中で、選択議定書の批准に限
定した意見書の提出には反対する。

　国の責任で、学校給食を
無償化すること。

　住民の、憲法13条に示される「生命、自由
及び幸福追求」の権利が侵害されないよう、「愛
媛県知事に四国電力伊方原子力発電所稼働同
意の撤回を求める決議」を行い、その旨を知
事に伝えること。

　東温市議会として、国に対し、司法制度や
立法政策との関連課題等が解決されるよう環
境整備を進め、速やかに女性差別撤廃条約の
選択議定書を批准することを求める意見書を
提出すること。

　請願審査を付託された文教市民福祉委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

　請願審査を付託された総務産業建設委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

　請願審査を付託された総務産業建設委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

審査結果

審査結果

審査結果

請願・討論

請願・討論

請願・討論
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令和６年12月定例会提出議案

令和６年11月臨時会提出議案

議案49　一般会計補正予算（第７号）
６〜８ページ参照

議案50　国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）

議案51　後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

議案52　介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案53　田窪第２工業団地特別会計補正予算

（第１号）
議案54　吉久工業団地特別会計補正予算（第１

号）
議案55　水道事業会計補正予算（第１号）
議案56　下水道事業会計補正予算（第１号）

承認10　行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部改正

承認11　一般会計補正予算（第６号）

議案67　愛媛県市町総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少及び組合規約の
変更

議案68　愛媛県市町総合事務組合からの構成団
体の脱退に伴う財産処分

請願５　学校給食の無償化を求める請願
請願６　住民の「生命、自由及び幸福追求」の

権利が侵害されないよう、知事に伊方
原発稼働同意の撤回を求める決議に関
する請願

請願７　女性差別撤廃条約選択議定書の速やか
な批准を求める請願

議案57　附属機関設置条例の一部改正
議案58　市議会の議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部改正
議案59　市特別職の職員の給与及び旅費に関す

る条例の一部改正
議案60　市職員の給与に関する条例の一部改正
議案61　川内庭球場条例の廃止
議案62　川内体育センター条例の一部改正

６ページ参照

議案63　東温市立南吉井小学校屋内運動場長寿
命化改修建築主体工事変更請負契約の
締結
８ページ参照

議案64　東温市立拝志小学校屋内運動場長寿命
化改修建築主体工事変更請負契約の締
結
８ページ参照

議案65　東温市立川内中学校特別教室棟大規模
改修建築主体工事変更請負契約の締結
８ページ参照

議案66　財産の処分

議案44　監査委員の選任
議案45　教育委員会委員の任命
議案46　公平委員会委員の選任
　〜48

補正予算

専決処分

その他

請　願

条例改正等

契約等

その他

議案

安
井
　
浩
二

相
原
真
知
子

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

小
島
　
建
三

高
須
賀
広
一

大
西
　
良
也

渡
部
　
一
恵

森
田
　
和
幸

高
須
賀
啓
治

浜
田
　
瑠
華

議決結果
（賛成：反対）

議案第49号に対する修正案 〇 〇 × × － 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可　決（11：３）

請願第５号 × × 〇 〇 － 〇 × × 〇 × × × 〇 × 〇 不採択（６：８）

請願第６号 × × × × － 〇 × × 〇 × × × × × × 不採択（２：12）

請願第７号 × 〇 〇 × － 〇 × × 〇 × × × 〇 × 〇 不採択（６：８）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　　×反対　　議長（亀田　尚之）は採決に加わらない。

９ページ参照

12月定例会

一 般 質 問

1 防災・減災対策の一層の取り組みを
2 市道の維持管理

1 小中学校の学校給食の無償化を
2 特別養護老人ホームの増設について
3 補聴器購入への公費助成について

1 サッカー場を見直して市民負担軽減を
2 大型商業施設（コストコ）誘致への対応は

1 市民の足となるタクシー助成の現状について
2 デジタル化について

高
た か す か

須賀 広
ひろいち

一 議員

小
こ じ ま

島 建
けんぞう

三 議員

永
な が い

井 大
だいすけ

介 議員

渡
わた

部
なべ

 一
か ず え

恵 議員

12月10日

1 個々の子どもの課題に応じた合理的配慮を
2 放課後児童クラブの現状と対策は
3 避難所の円滑な運営に向けた備えを
4 遊休農地の現状は

1 保育士の待遇改善を
2 延長保育拡充その他保護者の要望への対応は

1 ヘルプマークについて
2 就労施設を利用する障がい者の状況は
3 学校給食センターの活用について
4 ラーケーションの導入は

1 障がい者投票支援の充実を
2 高齢行方不明者の初動捜索即応体制を

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆ う じ

次 議員

浜
は ま だ

田 瑠
る か

華 議員

森
も り た

田 和
かずゆき

幸 議員

大
おおにし

西 正
まさゆき

之 議員

12月11日

８議員が市政を問う!!８議員が市政を問う!!

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。
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①
市
が
設
置
す
る

防
災
倉
庫
の
鍵
の

取
り
扱
い
は
。

　

②
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
の
検
討
は
。

　

③
地
域
の
公
民
館
・
集

会
所
の
耐
震
補
強
等
未

整
備
施
設
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

④
砂
防
ダ
ム
の
点
検
、

維
持
管
理
に
対
す
る
国
・

県
へ
の
要
望
は
。

問
　
　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
５
千
万
円
か

か
る
。標
準
的
な
子
育
て

世
帯
（
子
ど
も
２
人
と
両

親
）
に
年
間
約
６
千
円
の

負
担
を
強
い
る
よ
う
に

な
る
。子
育
て
期
間
中
だ

け
で
も
10
万
円
を
超
え

る
負
担
で
あ
る
。全
市
民

に
そ
れ
だ
け
の
負
担
を

さ
せ
て
、全
市
民
が
そ
の

対
価
も
し
く
は
恩
恵
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

　
　

施
設
使
用
料
を
徴

収
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。ま
た

問答

　
　

①
無
償
化
し
た
場

合
年
間
の
各
家
庭
に

お
け
る
負
担
軽
減
額
は
。

　

②
す
べ
て
無
償
化
し

た
場
合
の
必
要
予
算
額
は
。

　

③
市
と
し
て
学
校
給

食
の
無
償
化
を
。

　
　

①
小
学
生
２
人
の

場
合
約
９
万
８
千
円
、

小
中
学
生
各
１
人
の

場
合
約
10
万
２
千
円
、

中
学
生
２
人
の
場
合
約

10
万
７
千
円
で
あ
る
。

　

②
令
和
６
年
度
の
試

算
で
小
学
校
約
８
千
万
円
、

中
学
校
約
４
５
０
０
万
円
、

計
約
１
億
２
５
０
０
万
円

問答
　
　

①
免
許
返
納
時
に

配
布
し
て
い
る
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
券

（
５
０
０
円
×
10
枚
）
の

利
用
状
況
及
び
周
知
方

法
は
。

　

②
10
月
に
執
行
さ
れ

た
選
挙
に
お
け
る
無
料

送
迎
用
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
及
び
周
知
方
法
は
。

　
　

①
令
和
４
年
度
は

63
人
に
発
行
、利
用

回
数
３
０
７
回
、令
和
５

年
度
は
34
人
に
発
行
、利

用
回
数
２
３
３
回
、令
和

６
年
度
は
10
月
末
現
在

で
42
人
に
発
行
、利
用
回

数
１
２
９
回
と
な
っ
て

い
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問答

　
　

①
備
蓄
倉
庫
の
鍵

だ
け
で
は
な
く
、施

設
の
鍵
も
含
め
、い
ざ
と

い
う
と
き
に
効
率
よ
く

施
設
や
防
災
倉
庫
が
活

用
で
き
る
よ
う
、自
主
防

災
組
織
等
と
検
討
を
進

め
た
い
。

　

②
火
災
の
発
生
を
抑

制
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、避
難

時
の
照
明
や
医
療
機
器

が
使
用
で
き
な
い
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

た
め
、先
進
事
例
等
の
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

　
（
危
機
管
理
課
長
）

　

③
各
地
域
の
施
設
管

理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
担
っ
て
お
り
、未
整
備

施
設
の
使
用
実
態
ま
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。情

報
を
地
域
と
共
有
し
な

が
ら
、引
き
続
き
市
の
助

成
事
業
を
活
用
し
た
耐

震
化
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。（
総
務
課
長
）

　

④
土
石
流
の
発
生
や

砂
防
施
設
の
異
常
を
発

見
し
た
場
合
に
は
、速
や

か
に
国
・
県
へ
連
絡
し
、

対
応
を
要
望
し
て
い
る
。

　
（
建
設
課
長
）

答プ
ロ
チ
ー
ム
に
貸
し
出

し
す
る
こ
と
で
安
定
的

な
収
入
に
つ
な
げ
る
。将

来
的
に
は
指
定
管
理
者

へ
移
行
す
る
こ
と
で
、経

費
負
担
が
少
な
く
な
る

よ
う
に
努
め
る
。（
産
業

建
設
部
技
監
）

　
　

効
果
見
積
も
り
が

甘
い
よ
う
に
思
え

る
。高
額
な
天
然
芝
の
敷

設
を
取
り
や
め
な
い
か
。

　
　

他
の
地
区
に
な
い

一
歩
踏
み
出
た
も

の
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宿
泊
施
設
の
増
加
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
始
ま
っ

て
く
る
と
考
え
る
。地
域
の

魅
力
づ
く
り
に
つ
な
い

で
い
き
た
い
。（
産
業
建

設
部
技
監
）

問答

が
必
要
で
あ
る
。

　

③
現
在
、国
に
お
い
て

学
校
給
食
に
関
す
る
実

態
調
査
を
基
に
、検
証
等

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、一
部
の
県
で
は
、県

の
財
政
支
援
に
よ
り
無

償
化
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、全
国
的
に
は
流
動
的

な
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
、必
要
な
対
応
を
見

極
め
た
い
。（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
設
に
つ
い
て

　
　

①
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
３
施
設
の

定
員
、入
所
者
、待
機
者

数
は
。

　

②
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
増
設
計
画
は
。

　
　

①
３
施
設
合
計
で
、

定
員
１
５
９
人
、入

所
者
数
１
５
８
人
、待
機

者
数
（
直
近
の
令
和
４
年

問答へ
の
掲
載
や
免
許
返
納

時
に
勝
岡
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
と
松
山
南
警
察

署
で
助
成
事
業
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
。（
危
機

管
理
課
長
）

　

②
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
な
ど
に

対
す
る
、投
票
所
ま
で
の

移
動
支
援
と
し
て
、投

票
日
に
無
料
送
迎
タ
ク

シ
ー
を
実
施
し
た
。延
べ

１
３
２
人
が
利
用
し
、内

訳
は
普
通
タ
ク
シ
ー
が

１
１
２
人
、介
護
タ
ク

シ
ー
が
20
人
で
あ
る
。投

票
所
入
場
券
に
記
載
し

た
り
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
と
う
お
ん
10

月
号
の
選
挙
特
集
へ
掲

載
し
た
り
し
て
周
知
を

図
っ
た
。（
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
）

　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
が

利
用
さ
れ
て
い
る

か
を
評
価
す
る
指
標
は
。

　
　

免
許
返
納
時
に
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
か
タ

ク
シ
ー
助
成
券
か
を
選

択
す
る
が
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
利
用
状
況
が
不
明
な

た
め
、特
に
評
価
指
標
は

設
け
て
い
な
い
。（
危
機

管
理
課
長
）

問答

市
道
の
維
持
管
理

　
　

市
道
の
維
持
管
理

（
除
草
）
方
法
の
検

討
結
果
は
。

　
　

現
時
点
で
は
新
た

な
財
政
負
担
と
な

ら
な
い
効
果
的
な
維
持

管
理
の
方
策
に
は
至
っ

て
い
な
い
。引
き
続
き
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

（
建
設
課
長
）

問答大
型
商
業
施
設（
コ
ス
ト

コ
）誘
致
へ
の
対
応
は

　
　

大
型
商
業
施
設

（
コ
ス
ト
コ
）
の
誘

致
に
対
し
、現
在
の
道
路

整
備
の
状
況
は
、市
民
、

ま
た
店
舗
利
用
者
、誰
に

と
っ
て
も
不
十
分
で
あ

る
。市
の
対
応
は
。

　
　

周
辺
の
主
要
交
差

点
に
お
い
て
右
折

レ
ー
ン
の
設
置
を
進
め
て

い
る
。（
産
業
建
設
部
長
）

　

大
規
模
店
舗
の
詳
細
等

が
決
定
し
た
時
点
に
お
い

て
、国
や
県
、警
察
関
係
者

等
と
協
議
・
調
整
を
進

め
て
い
く
。（
建
設
課
長
）

　
　

市
内
の
既
存
産
業

に
お
け
る
労
働
力

確
保
に
つ
い
て
の
市
の

対
応
は
。

　
　

市
内
の
現
状
把
握

を
適
切
に
行
う
。次

年
度
に
つ
い
て
は
、愛

媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン

タ
ー
中
予
東
温
の
先
生

方
と
一
緒
に
市
内
の
事

業
所
を
巡
り
、学
生
に
も

理
解
を
求
め
、市
内
事
業

所
へ
の
就
職
を
促
し
て

い
き
た
い
。（
産
業
建
設

部
長
）

問答問答

調
査
）
62
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

②
今
後
の
実
質
待
機

者
数
や
介
護
保
険
料
と

の
バ
ラ
ン
ス
、介
護
職
員

の
人
材
確
保
等
、総
合
的

な
観
点
か
ら
検
討
し
た

上
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
。施
設
に
よ
っ
て
は

空
床
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現

時
点
に
お
い
て
増
設
が

必
要
な
状
況
に
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
長
寿
介
護
課
長
）

補
聴
器
購
入
へ
の
公
費

助
成
に
つ
い
て

　
　

①
市
の
軽
度
、中
等

度
難
聴
者
数
は
。

　

②
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
市
の
助

成
制
度
の
導
入
を
。

　
　

①
難
聴
者
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　

②
県
内
の
一
部
の
市

町
に
お
い
て
は
、今
年
度

よ
り
制
度
が
創
設
さ
れ
、

１
台
あ
た
り
２
万
５
千

円
か
ら
３
万
円
程
度
が

助
成
さ
れ
て
い
る
。引
き

続
き
、国
及
び
県
の
高
齢

者
等
に
対
す
る
福
祉
政

策
の
動
向
を
注
視
し
た

い
。（
長
寿
介
護
課
長
）

問答デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　
　

①
東
温
市
公
式

L
I
N
E
を
普
及

す
る
た
め
の
施
策
は
。

　

②
と
う
お
ん
ア
プ
リ

の
利
用
者
を
増
や
す
た

め
の
訴
求
方
法
は
。

　
　

①
市
民
課
窓
口
等

で
転
入
者
へ
の
周

知
用
チ
ラ
シ
の
配
布
、各

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
告
や
登

録
の
呼
び
か
け
、広
報
で

の
訴
求
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
防
災
マ
ッ
プ
へ
掲
載

す
る
と
と
も
に
、防
災
講

座
の
場
で
も
周
知
し
て

い
る
。（
総
務
部
長
）

　
　

今
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
に
つ
い
て
、情
報

発
信
の
精
度
ア
ッ
プ
を
。

　
　

民
間
副
業
人
材
も

活
用
し
、有
効
利
用

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
総
務
課
長
）

問答問答

高
た か す か

須賀 広
ひろいち

一 議員永
な が い

井 大
だいすけ

介 議員

小
こ じ ま

島 建
けんぞう

三 議員渡
わたなべ

部 一
か ず え

恵 議員

小中学校の学校給食

の無償化を

市民の足となる

タクシー助成の現状

について

防災 ・ 減災対策の

一層の取り組みを

サッカー場を見直して

市民負担軽減を

防災倉庫砂防ダム

学校給食センター

サッカーグラウンド（イメージ）

とうおんアプリ
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①
特
別
支
援
学
級

や
通
級
指
導
教
室

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

環
境
の
整
備
を
。

　

②「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

及
び
「
こ
と
ば
の
教
室
」

の
設
置
を
。

　
　

①
支
援
に
必
要
な

教
材
ア
プ
リ
は
、教

育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、申

請
が
あ
れ
ば
承
認
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

②
新
た
な
組
織
を
つ

く
る
の
で
は
な
く
、今
あ

る
施
設
や
組
織
が
連
携

し
た
支
援
体
制
を
継
続

問答
　
　

①
啓
発
活
動
状
況

は
。

　

②
車
両
用
ス
テ
ッ
カ
ー

の
無
料
配
布
は
。

　
　

①
配
布
開
始
時
、ポ

ス
タ
ー
掲
示
、広
報

と
う
お
ん
等
へ
の
掲
載

の
ほ
か
、市
内
小
中
学
校

に
も
サ
ン
プ
ル
を
配
布

し
、児
童
生
徒
へ
の
啓
発

に
つ
い
て
も
依
頼
し
た
。

　

②
県
と
市
町
が
連
携

し
て
導
入
に
取
り
組
ん

で
お
り
、本
市
独
自
の
も

の
を
作
製
す
る
予
定
は

な
い
が
、現
在
、３
種
類

を
配
布
し
て
お
り
、そ
れ

問答

　
　

①
保
育
士
の
離
職

状
況
と
原
因
は
。

　

②
人
員
確
保
の
た
め

の
施
策
は
。

　

③
正
規
職
員
の
採
用

枠
見
直
し
は
。

　

④
潜
在
保
育
士
へ
の

働
き
か
け
は
。

　
　

①
過
去
３
か
年
の

離
職
者
数
は
、正
規

職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
を
合
わ
せ
る
と
年

平
均
11
人
で
、全
保
育
士

数
の
約
一
割
と
な
っ
て

い
る
。原
因
は
年
齢
、家

族
の
事
情
、心
身
の
不
調

等
様
々
で
あ
る
。

問答
　
　

①
令
和
６
年
10
月

執
行
の
選
挙
で
、知

的
障
が
い
に
よ
り
文
字

が
読
め
な
い
方
が
選
挙

に
行
っ
た
が
、投
票
が
で

き
な
か
っ
た
。こ
の
件
に

つ
い
て
、今
後
の
対
応
は
。

　

②
要
投
票
支
援
者
や

付
き
添
い
の
ご
家
族
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
配

慮
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

①
選
挙
人
の
意
思

が
正
確
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
第
一
で
、必

要
に
応
じ
、選
挙
人
自
ら

の
意
思
で
候
補
者
の
情

報
が
記
載
さ
れ
た
メ
モ
、

問答

す
る
。
ま
た
、
現
在
も
、

個
々
の
特
性
に
合
わ
せ

た
支
援
を
し
て
お
り
、言

語
障
害
に
特
化
し
た
教

室
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。（
学
校
教
育
課
長
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

現
状
と
対
策
は

　
　

①
加
入
児
童
数
の

増
加
へ
の
対
策
は
。

　

②
長
期
休
業
中
の
開

設
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
。

　
　

①
加
入
増
が
見
込

ま
れ
る
北
吉
井
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

は
な
み
ず
き
組
２
階
事

務
室
や
い
わ
が
ら
こ
ど

も
館
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス

等
を
活
用
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

②
来
年
度
は
、長
期
休

業
中
の
開
所
時
刻
を
早

め
る
取
り
組
み
を
試
験

的
に
実
施
す
る
。（
保
育

幼
稚
園
課
長
）

問答ら
を
個
人
個
人
の
状
況

に
応
じ
て
活
用
し
て
ほ

し
い
。（
社
会
福
祉
課
長
）

就
労
施
設
を
利
用
す
る

障
が
い
者
の
状
況
は

　
　

就
労
継
続
支
援
B

型
施
設
に
入
所
し

た
こ
と
に
よ
り
、家
族
が

転
職
し
て
い
る
現
状
に

対
す
る
市
の
支
援
状
況

は
。

　
　

市
に
お
い
て
は
、障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
様
々
な
制
度
の

利
用
等
に
よ
り
、よ
い
方

向
性
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
を
検
討

す
る
な
ど
、基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も

連
携
を
取
り
な
が
ら
対

応
す
る
。（
市
民
福
祉
部

長
） 問答

　

②
市
外
か
ら
転
入
し

た
保
育
士
へ
の
引
っ
越

し
費
用
等
の
補
助
や
年

齢
要
件
を
大
幅
に
緩
和

し
た
経
験
者
枠
の
採
用

試
験
を
行
っ
て
い
る
。

　

I
C
T
化
を
進
め
る

な
ど
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

　

③
採
用
数
が
定
員
に

満
た
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
、本
市
を
受
験
し
て

も
ら
え
る
よ
う
各
大
学

等
に
も
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
。

　

④
現
在
は
積
極
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
て

い
な
い
が
、貴
重
な
人
材

で
あ
る
た
め
、S
N
S

等
を
活
用
し
て
情
報
発

信
す
る
と
と
も
に
、保
育

所
等
で
再
就
職
相
談
会

を
開
催
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
。（
教
育
委
員
会
事

務
局
長
）

延
長
保
育
拡
充
そ
の
他

保
護
者
の
要
望
へ
の
対

応
は

　
　

①
離
乳
食
・
歩
行
が

完
了
し
て
い
な
い

乳
幼
児
が
延
長
保
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な

問写
真
等
の
書
類
を
投
票

所
内
に
持
ち
込
み
、投
票

用
紙
に
記
入
す
る
の
は

可
能
で
あ
る
。

　

今
後
、選
挙
管
理
委
員

会
と
し
て
も
、そ
の
旨
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

②
知
的
障
が
い
等
の

あ
る
方
は
慣
れ
な
い
環

境
に
戸
惑
い
、投
票
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
な
い
場

合
が
あ
る
。状
況
に
応
じ
、

ご
家
族
等
、同
伴
者
へ
の

対
応
も
含
め
、き
め
細
か
な

配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

　

別
室
に
案
内
す
る
な

ど
の
特
別
な
配
慮
は
で

き
て
い
な
い
。ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
、検
討

し
て
い
く
。（
選
挙
管
理

委
員
会
書
記
長
）

高
齢
行
方
不
明
者
の
初

動
捜
索
即
応
体
制
を

　
　

①
行
方
不
明
者
家

族
が
捜
索
願
を
提

出
し
た
場
合
、警
察
・
消

防
・
市
の
情
報
共
有
体

制
や
捜
索
体
制
は
。

　

②
初
動
捜
索
に
即
応

問

避
難
所
の
円
滑
な
運
営

に
向
け
た
備
え
を

　
　

①
総
合
防
災
訓
練

の
改
善
及
び
充
実

を
。

　

②
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
。

　
　

①
「
自
主
的
な
避
難

所
運
営
」
を
目
指
し

て
い
る
。今
後
、ね
ら
い

に
沿
っ
て
訓
練
内
容
の

見
直
し
を
進
め
る
。

　

②
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
防
災
士
に

対
し
、様
々
な
訓
練
や
講

習
会
な
ど
、技
能
向
上
の

機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
（
危
機
管
理
課
長
）

遊
休
農
地
の
現
状
は

　
　

①
遊
休
農
地
の
面

積
は
。

　

②
農
地
情
報
の
「
見

え
る
化
」
を
。

　
　

①
令
和
５
年
度
末
で

９
５
９
筆
56
・
５
ha
、

東
京
ド
ー
ム
約
12
個
分

と
な
っ
て
お
り
、増
加
傾

向
で
あ
る
。

　

②
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

が
運
用
さ
れ
て
い
る
。地

域
計
画
に
よ
り
、さ
ら
に

「
見
え
る
化
」
を
進
め
る
。

　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

問答問答学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

　
　

生
産
能
力
余
剰
分

１
日
あ
た
り
１
千

食
分
を
活
用
し
、有
償
で

高
齢
者
や
障
が
い
者
に

提
供
す
る
こ
と
は
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
は

国
庫
補
助
金
等
を

活
用
し
て
建
設
し
て
い

る
た
め
、学
校
給
食
施
設

補
助
交
付
要
綱
に
基
づ

き
目
的
外
の
使
用
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

食
事
の
提
供
に
つ
い
て

は
実
施
で
き
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。（
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導

入
は

　
　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
は
。

　
　

社
会
生
活
基
本
調

査
に
お
い
て
、
土

曜
日
に
仕
事
を
し
て
い

る
方
は
約
45
％
、日
曜

日
は
約
30
％
お
り
、子

ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
が
難
し
い
家
庭
は

本
市
に
お
い
て
も
少
な

く
な
い
。ま
ず
は
、先
進

自
治
体
の
実
施
状
況
や

成
果
な
ど
を
注
視
し
て

い
く
。（
学
校
教
育
課
長
）

問答問答

い
理
由
は
。

　

②
今
後
柔
軟
な
対
応

を
取
る
考
え
は
。

　

③
保
護
者
か
ら
の
要

望
の
把
握
方
法
、改
善
事

例
は
。

　
　

①
調
理
員
及
び
保

育
士
の
不
足
に
よ

り
原
則
受
け
付
け
て
い

な
い
。

　

②
保
護
者
の
予
期
せ

ぬ
残
業
等
の
場
合
は
、一

律
に
認
め
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。来

年
度
の
入
所
の
し
お
り

へ
も
そ
の
旨
記
載
し
た

い
。

　

③
直
接
担
任
へ
の
要

望
、園
に
設
置
し
て
い
る

意
見
箱
へ
の
投
書
、保
護

者
会
か
ら
の
要
望
に
よ

り
把
握
し
て
い
る
。

　

改
善
例
の
一
つ
と
し

て
は
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
保
育
所
で
の
処
分

が
あ
る
。今
後
も
丁
寧
に

聞
き
取
り
、情
報
共
有
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

答で
き
る
仕
組
み
作
り
は
。

　

③
千
葉
県
四
街
道
市

は
警
察
・
消
防
・
市
に
お

い
て
覚
書
を
締
結
し
、連

携
が
取
れ
て
い
る
。参
考

に
し
て
は
。

　
　

①
警
察
が
捜
索
放

送
を
必
要
と
判
断

し
た
場
合
は
、市
へ
依
頼

が
あ
る
。ま
た
、捜
索
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
捜
索
依
頼
が
あ
り
、消

防
本
部
へ
連
絡
し
、警

察
・
消
防
・
市
で
情
報
を

共
有
し
、捜
索
に
当
た
る
。

　

②
捜
索
要
請
に
基
づ

き
、個
人
情
報
や
日
常
行

動
状
況
等
を
基
に
警
察
・

消
防
・
市
で
協
議
し
、捜

索
範
囲
設
定
の
上
、早
期

発
見
、保
護
に
努
め
る
。

　

③
警
察
・
消
防
と
も
協

議
を
行
い
、連
携
の
構
築

に
努
め
た
い
。（
危
機
管

理
課
長
）

答

渡
わたなべ

部 勇
ゆ う じ

次 議員森
も り た

田 和
かずゆき

幸 議員

浜
は ま だ

田 瑠
る か

華 議員大
おおにし

西 正
まさゆき

之 議員

保育士の待遇改善を

ヘルプマークについて

障がい者投票支援の

充実を

個々の子どもの課題に

応じた合理的配慮を

延長保育実施の部屋
（南吉井保育所）

コミュニケーション
ボード

缶バッチ型・ストラップ型・シール型の
ヘルプマーク

北吉井放課後児童クラブ
はなみずき組

認知症・認知症疑いの
行方不明者数推移

（警察庁人身安全・少年課調べ参照）
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／
議

会
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よ
り

編
集
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会
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7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

6
　

令
和

7
年

2
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
改
選
後
、初
め
て
発
行

す
る
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
期
よ

り
、新
た
に
、議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、「
私
の
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
」と
題

し
て
、す
べ
て
の
議
員
の

選
挙
公
報（
抜
粋
）を
掲

載
し
て
い
ま
す
。ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

実
現
に
向
け
て
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
ま
す
。さ

ら
な
る
紙
面
の
充
実
と

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

（
渡
部　
勇
次
）

発
行
責
任
者
亀
田　
尚
之

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
渡
部　
勇
次

副
委
員
長
丹
生
谷
美
雄

委

員
安
井　
浩
二

〃

大
西　
良
也

〃

渡
部　
一
恵

〃

森
田　
和
幸

〃

高
須
賀
啓
治

〃

浜
田　
瑠
華

３月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

“
世
界
一
”
な
ん
ぞ
と

言
う
と
、「
こ
の
じ
い
さ
ん

ボ
ケ
た
ん
か
」
と
思
わ
れ

そ
う
じ
ゃ
の
う
。
今
で
は

安
心
な
食
と
美
し
い
風
景

づ
く
り
で
、
子
や
孫
の
世

代
に
誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と

を
残
し
た
い
と
思
う
と
る

が
、
若
い
頃
は
都
会
に
憧

れ
、
何
に
も
な
い
田
舎
で

儲
け
に
な
ら
ん
米
作
り
を

す
る
親
に
反
発
し
た
も
ん

じ
ゃ
。

　

田
舎
の
壁
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
自

分
自
身
で
あ
る
と
気
付
き

米
を
作
り
始
め
た
と
き
、

世
の
中
は
動
き
出
し
た
。

家
族
の
協
力
、
友
人
や
職

場
時
代
の
知
己
、
そ
れ
ま

で
の
地
域
活
動
、
天
地
自

然
に
恵
ま
れ
た
風
土
。
お

か
げ
さ
ま
で
み
ん
な
仲
間

に
な
っ
た
ぞ
な
。

　

サ
ク
ラ
セ
レ
ク
ト
に
選

定
さ
れ
て
い
る
穂
田
琉

米
は
、
東
温
市
棚
田
の
風

景
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
み

育
て
た
自
然
栽
培
・
特
別

栽
培
の
２
種
類
４
品
種
の

米
。
味
・
安
心
・
品
質
を
追

求
し
て
お
り
ま
す
け
ん
。

　

米
作
り
一
緒
に
や
ら
ん

か
え
。
面
白
い
で
。

坂
本
自
然
農
場
　
穂ほ

た

る
田
琉

　
　
代
表
　
坂さ
か
も
と本

　
憲の
り
と
し俊
さ
ん

米
と
風
景
づ
く
り

人
シ
リ
ー
ズ

SAKURA select 選定品
穂田琉米コシヒカリ

　市のホームページで議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット
中継

市議会ページ

東温市
イメージキャラクターいのとん

議会だよりが
スマホで読めます。

日 月 火 水 木 金 土

2/23 24 25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

天皇
誕生日 振替休日

開会
総務・文教
委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会 閉会 春分の日


